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•2(2)②農業用水路によるマイクロ水力発電装置の実証実験 

○熊野プロジェクトでは、マイクロ水力発電分科会を設置し、ＮＴＮ株式会社先端技術研究所が、熊野市新鹿（あたしか）
小中学校周辺の農業用水路をフィールドとして、持ち運び可能なマイクロ水力発電装置の事業化に向けた実証実験を
実施しました。 

○分科会では、非常時における活用方法、県内他地域へ展開するための諸課題・条件等の検討、マイクロ水力発電装
置を活用した環境教育の実施などについて意見交換を行い、熊野市や地元自治会と連携して地域課題解決型の商品
開発に向けた取組を支援しました。 
○実験機は、分解調査を行った後、再度組立のうえ新鹿区に無償貸与され、現在活用されています。 

マイクロ水力発電装置実証実験 

１ 試験装置概要 
 小形で持ち運び可能ならせん水車型マイクロ水力発電装置の商品開発に向けた課題抽出 

   定格出力：50 W （携帯電話10台充電可） 
  水車本体寸法：390 mm×390 mm×1000 mm 
  水車本体重量：約50 kg 
  平均出力：30 W（確保水量によって変動、実験中の最大出力：70 W） 

 

 

 

 

２ 実験方法                                                    
農業用水路周端部に約 25°の傾斜を設けて設置した。発電した電力は、日中は制御盤内
の電池に蓄電し、夜間、水車と電池の電力を併用し避難経路の照明の電源とした。 

３ 実験期間  平成25年12月3日～平成26年11月14日 

４ 環境教育  平成26年9月9日に、地元小学校６年生に対して、環境教育を行いました。 

５ 地域の関わり                                                 
熊野市新鹿町自治会がマイクロ水力発電装置の日常メンテナンス作業（水車周辺への落
葉等の除去作業など）をボランティアで実施しました。 

 

設置状況 

夜間照明 

環境教育の実施状況 



2(2)③小型燃料電池を用いた非常用電源の実証試験 

○スマートアイランドプロジェクトでは、半導体企業、ベンチャー企業、京都大学などがＮＥＤＯから採択を受けた「固体水
素燃料電池を用いた充電機能付き非常用電源の開発」と連携し、鳥羽市をフィールドに、小型燃料電池を活用した非常
用電源確保のユーザーニーズの把握など製品開発に向けた実証試験を進めました。 

○今年度は、一斉津波避難訓練(１０月３０日)に合わせて、小型燃料電池の試作品を用いたデモンストレーションを行い
、地域住民のニーズ把握や試作品の評価をなどの取組を行いました。 

○熊野市においても、同様に、防災無線の電源に活用する実証試験を実施しました。 

実証試験器概要 

仕様： 
 出力：２００Ｗ 
 重量：７ｋｇ 
 サイズ：１９ｃｍ×３４ｃｍ×２９ｃｍ 
 マルチ出力［5V・USB・2口、AC100V］  

特徴： 
 低騒音 50dB（静かなオフィス）  
 室内で使用可能（* 発電中、排出するのは水蒸気だけ） 
 繰り返し・連続発電可能 
 並列運転可能  

 

 

 

 

 

 

  

 
 

一斉津波避難訓練の様子 

 参加者からは、エンジン発電機との比較についての質問や、販売した場合
の価格などについての質問があった。 

 

固体水素源型燃料電池 固体水素源缶 


